
（１）トライアル・ツアー受入れ者アンケート結果（飯豊町実施）
春・夏ツアーアンケート結果
（１）もちつきと歓迎式に 回答者 6名

ア 受入人数は
① 少ない 0% 0
② ちょうどいい 83% 5
③ 多い 0% 0
④ 何人が適当ですか

○

イ もちつき体験に係る受入料は（７００円）
① 安い 17% 1
② ちょうどいい 50% 3
③ 高い 17% 1
④ いくら位が適当か

1000円ぐらい

○

ウ もちつき体験受入と歓迎式の時間は
① 短い 17% 1
② ちょうどいい 67% 4
③ 長い 17% 1
④ 何時間が適当か

○

エ 指導者数は
① 少ない 17% 1
② ちょうどいい 50% 3
③ 多い 0% 0
④ 何人が適当ですか

○
○ 参加人数によると思う
○

オ 今後もちを使用した歓迎式は
① 継続したほうがよい 83% 5
② もちはないほうがよい 17% 1

③ その理由は

○

④ その他
○
○

カ その他お気づきのことがあれば記入下さい。

○

○

○

（２）散居集落展望散策に 回答者 6名

交通手段がバスの場合はパスすべき。都会からの移動で疲れている為。　異国感を出す為、もっと田舎（中津川）です
るべき。

過大歓迎、よりコミュニティーが高められる。
臨機に対応。もちと飯豊町の関係を明確にする。　歓迎の方法を変える。（パターンを変える）

疲れて到着して、いきなりもちつきはつらいかも知れない。季節を感じるときになにげなくもちを出したり、又はぼたもち
などパターンを変えて食べる。もちつきそのものは、思い出にはなるかも知れないが同じ人が何回もというとつらいか
も。
餅は田舎のおもてなし料理なのであった方がいいのではと思う。寒い節だけでもいいのかも。

季節ごとに到着したとき、何かほっとできるようなちょっとした食べ物が準備できればいいのでは。お茶と一緒に笹巻き
とか笹だんご等ではどうかな。

うすときねはもう1セットあっても良いのでは。

受入はちょうどいいと思うが体験する方とはギャップがあるのでは？

体験として考えれば作り方等をする時間がないように思う。

もちつきそのものと調理では特に問題はなかったのでは

指導者が誰なのか明確な区分がなかったようだ。
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ア 受入人数は
① 少ない 0% 0
② ちょうどいい 50% 3
③ 多い 17% 1
④ 何人が適当ですか

１０人ぐらい

イ 受入時間は
① 短い 0% 0
② ちょうどいい 67% 4
③ 長い 0% 0
④ 何時間が適当か

ウ 今後の展望台散策について
① 継続したほうがよい 100% 6
○

② コースになくてもよい 0% 0

③ その理由は

○

○

エ その他お気づきのことがあれば記入下さい。

○

○

○

○

（３）寄せ植え体験につい 回答者 4名

ア 受入人数は
① 少ない 0% 0
② ちょうどいい 100% 4
③ 多い 0% 0
④ 何人が適当ですか

イ 体験に係る受入料は（1,000円）
① 安い 0% 0
② ちょうどいい 100% 4
③ 高い 0% 0
④ いくら位が適当か

ウ 受入時間は
① 短い 0% 0
② ちょうどいい 75% 3
③ 長い 0% 0
④ 何時間が適当か

エ 指導者数は
① 少ない 25% 1

自然案内はしたとしても舗装路をダラダラ大人数で歩くのはちょっとバラつくのではないか。

散策する時間は変更したほうが良いと思う。（早朝ｏｒ夕方）

到着日でなく2日目以降に行った方が良いのではないか。（到着日は疲れているので）

夏に実施したように帰りは散策しながら動植物説明を聞きながら下まで降りてくるほうが良いと思う

より飯豊を知っていただいた上で強い印象を。

散居集落展望は飯豊町の最大の特徴の一つであり、どうやって楽しんでもらうかを真剣に考える必要がある。

地元の人間も感動する自慢できるポイントだから。
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② ちょうどいい 50% 2
③ 多い 0% 0
④ 何人が適当ですか

オ 今後の寄せ植え体験受入について
① できない 0% 0
② 人数によってはできる 25% 1
③ 体験料が高ければできる 0% 0
④ その他

カ その他お気づきのことがあれば記入下さい。

○

（４）田んぼ体験受入について（昼食も含む）
ア 受入人数は 回答者 11名

① 少ない 9% 1
② ちょうどいい 82% 9
③ 多い 9% 1
④ 何人が適当ですか

１０人

イ 体験に係る受入料は（2,200円）
① 安い 18% 2
② ちょうどいい 55% 6
③ 高い 18% 2
④ いくら位が適当か

1500円・3500円

ウ 受入時間は
① 短い 9% 1
② ちょうどいい 91% 10
③ 長い 0% 0
④ 何時間が適当か

エ 今後の田植え体験受入について
① できない 0% 0
② 人数によってはできる 82% 9
③ 体験料が高ければできる 9% 1
④ その他

オ その他お気づきのことがあれば記入下さい。

○

○

○

○ 美味しい飯豊米のPRの為にも、田んぼ体験（作業ごと）可能な限り計画されたらいいとおもいますが・・・

寄せ植えはわりと評判のいいものだった。体験料は受け入れ側からすれば安く利用者からすれば高い。どのような寄
せ植えが魅力的かを互いに話し合った方がベターなのでは。

食材の確保（山菜）だが、いろいろな人達の協力がありありがたかった。昼食の体験も入れると時間がなかった。

体験する人はどこでもできる事など望まないと思います。この地区でなければできない事を考えることがむずかしかっ
た。たかが田植え、草刈りだったが、稲にとってどれほど大切なことかをわかってもらえたか、また、わかってもらえるよ
うに頑張りたかった。

田んぼは評判が良いのであるが、同じ人々が来年以降も継続するには、同じパターンでない、何か心の通じ合いを
ベースとしたものが必要なのでしょう。
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○

○

（５）ひまわり植え体験受入について
回答者 4名

ア 受入人数は
① 少ない 0% 0
② ちょうどいい 75% 3
③ 多い 0% 0
④ 何人が適当ですか

イ 受入時間は
① 短い 25% 1
② ちょうどいい 75% 3
③ 長い 0% 0
④ 何時間が適当か

ウ 体験に係る受入料は（１，０００円）
① 安い 0% 0
② ちょうどいい 75% 3
③ 高い 25% 1
④ いくら位が適当か

エ 指導者数は
① 少ない 25% 1
② ちょうどいい 75% 3
③ 多い 0% 0
④ 何人が適当ですか 0%

0%

オ 今後のひまわり植え体験受入について 0% 0
① できない 25% 1
② 人数によってはできる 50% 2
③ 体験料が高ければできる 0% 0
④ その他 0% 0

0

カ その他お気づきのことがあれば記入下さい。
整備がされていない

時間通りに到着できるよう

（６）畑体験受入について（昼食も含みます）
回答者 4名

ア 受入人数は
① 少ない 0% 0
② ちょうどいい 75% 3
③ 多い 0% 0
④ 何人が適当ですか

イ 体験に係る受入料は（２，０００円）
0

① 安い 0% 0
② ちょうどいい 75% 3

春・夏を通じて意義のある活動が出来たと思う。企画を作る段階から何度も話し合いを持ち、きっちりと段取りできたこ
とは成果だと思う。結果、地域の人を巻きこめた事（一部の人ですが）は、地域を見直す機会ともなった。しかし、金銭
面を見ると携わった人の賃金どころか、反省会をすることが精一杯というのが現実を見ると大きな問題と考える。長く継
続するためには、このあたりが課題と考えます。（役場で物品の調達面で支援があって助かりました。何もなければ赤
字が明白でした。
初めての受入で日通さんに教えていただいたことがたくさんありました。ありがたいです。

ひまわりの満開の時に来訪するとか、
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③ 高い 25% 1
④ いくら位が適当か 0

0

ウ 指導者数は
① 少ない 50% 2
② ちょうどいい 25% 1
③ 多い 0% 0
④ 何人が適当ですか 0

0

エ 今後のひまわり植え体験受入について 0
① できない 0% 0
② 人数によってはできる 50% 2
③ 体験料が高ければできる 0% 0
④ その他 0

0

オ その他お気づきのことがあれば記入下さい。

○

○

（７）杜の散策について 回答者 2名
ア 受入人数は

① 少ない 50% 1
② ちょうどいい 50% 1
③ 多い 0% 0
④ 何人が適当ですか

２０人

イ 体験に係る受入料は（３００円）
① 安い 50% 1
② ちょうどいい 50% 1
③ 高い 0% 0
④ いくら位が適当か ５００円

ウ 受入時間は
① 短い 0% 0
② ちょうどいい 100% 2
③ 長い 0% 0
④ 何時間が適当か

エ 指導者数は
① 少ない 0% 0
② ちょうどいい 100% 2
③ 多い 0% 0
④ 何人が適当ですか

オ その他お気づきのことがあれば記入下さい。

○

○

畑づくりの年間スケジュールを渡してあげればよかった。またその作物の特徴や収穫時期などのパンフもあった方が良
かった。作業指導に対してのシュミレーションが必要。

女性・家族等を対象の畑（菜園）体験等、身近なものとしては受入易いものと思いますが、どうでしょう。

森のどこをどういうふうに楽しみたいのか個々によって異なり、個人情報があればもっと良かった。その希望により２～
３班で分かれて行動することも考えられる。

散策地、地形、場所の選定にも苦慮されておられる事でしょうが、景観、森林浴、健康増進等可能な多目的コースなど
あってもおもしろいのではないでしょうか。
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（８）そば打ち体験につい 回答者 4名
ア 受入人数は

① 少ない 25% 1
② ちょうどいい 25% 1
③ 多い 50% 2
④ 何人が適当ですか

１０人

イ 体験に係る受入料は（８００円） 0
① 安い 100% 4
② ちょうどいい 0% 0
③ 高い 0% 0
④ いくら位が適当か

ウ 受入時間は
① 短い 50% 2
② ちょうどいい 50% 2
③ 長い 0% 0
④ 何時間が適当か 0

0

エ 指導者数は
① 少ない 75% 3
② ちょうどいい 25% 1
③ 多い 0% 0
④ 何人が適当ですか

やり方次第かもしれない
1グループ3人程度に1人

オ そばの量は
① 少ない 25% 1
② ちょうどいい 25% 1
③ 多い 0% 0

0

カ その他お気づきのことがあれば記入下さい。

○

○ 指導者育成が急務

○

（９）交流会について 回答者 9名
ア 場所は

（春） ① コテージ前広場でよかった 89% 8

② 他の場所の方がよかった 11% 1

③

１０００円・１０００円以上・１５００円

人数が少ない方が個別の指導や語り合いができる。

折角自分で打ったそばを他グループと一緒に混ぜてしまう事で、オリジナル性が薄れてしまい、グループ毎の味わいが
失われ残念。

②とお答えの方は具体的な場所について
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畳の方がよかった

場所は
（夏） ① ステーキハウスでよかった 44% 4

② 他の場所の方がよかった 44% 4

③
②とお答えの方は具体的
な場所について

イ 時間は
① 短い 11% 1
② ちょうどいい 78% 7
③ 長い 0% 0
④ 何時間が適当か

3時間

ウ その他お気づきのことがあれば記入下さい。

○

○

○

（１０）現在までお気づきのことがあれば記入下さい

1 イベントの季節と体験がずれているのは良いことであった。

たとえば、連休中を避け、ゆり園を避け、さくらんぼを避け、夏祭りも1日だけ重ねた。

2 逆にいえば、そのイベントの合間にもっとゆっくりでき、顔の見えるお付き合いができれば楽しい。

3 子供の問題はあるが、職場中心なので大人だけであれば、平日でも可能なのではないか。

4 無理して子供を入れる必要はなく夏休みは子供を中心にするとか、めりはりをつけるとよいかも。

5

6 春は山菜に片より過ぎたのではないか。自畑の物がなかったので、何か考えた方が良いのでは。

7 都会の人達に米を中心とした食文化をもっと伝えたかったが、うまく伝わったかわからない。

8 互いに問題意識、もっと知ろうという気持ちをもってもらうため、どうしたらいいのだろうか。

9 ゆっくり、ゆったりと体験できる環境づくり

10 人（地元の人）と人とのふれあいづくり

11 総合案内人の育成（名物案内人をしたてあげる）

12 受入農家のデータベース化

13 農家の人と交流する（お茶飲み、酒飲み等。　コミュニケーションづくりが第１である。）

14

15 案内人としてバスに添乗するのは必要ないと思う。到着当日のため、お客様が疲れていて誰も聞いていない。

16 昔語りはお酒が入った時でなく、かやぶき民家等でお茶を飲みながら聞いた方が良い。お酒の席ではほとんどが聞いていない。

17 受け入れ側（指導者）の研修会の必要性

18 民泊の検討

19 米の有利販売（飯豊の特色をアピール）

地区の良さをわかってもらうには時間が足りないし、人と人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとる時間も少ない。自分ももっとアピールする事がかけ
ていたのかも知れない。

体験作業の場合、その作業がなぜ必要なのかということもきちんと説明することによって、一生懸命作業に打ち込んでくれることが
わかった。人に伝える（説明）ことの重要さが理解できたし、今まで農家はこの部分をやってこなかったという反省ができた。

狭かったのであの人数の場合は白川荘であれば下の駐車場のところで幕でもはってやると雰囲気がでたかも。

春ツアーの場合「もてなし」ということに対して、物でもてなすことだけを考えていたが、「心のもてなし」ということを学ん
だ。
交流会は今年限りで今後は必要ないのでは。　（希望者のみにするとか。）

交流会には協議会の方が1回位は出席して、もう少し関心を持ってもらうことも大切かと思う。
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